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1 第 4調査区 SDO06北壁 (南から)
2 第 3調査区 SD012(北から)
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1.第 1調査区 SE00可 (西から)
2.第 2調査区 SD015(北から)
3.第 2調査区 SD022(南から)
4.第 4調査区 SD003(東から)

5 第 2調査区 SD015・ SD018(北 から)
6 第 2調査区 SD008(南 から)
7,第 4調査区 SD002(東から)
8. 南側東西調査区 SD006
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SK-066出土 銅製花瓶 (S=約 2/3)



報 告 書 抄 録

ふ り が な とやましよねだだいかくいせきはつくつちょうさほうこくしよ
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日 名 富山市米田大覚遺跡発掘調査報告書

一昌 重 名 米田すずかけ台団地造成工事に伴う埋蔵文化財調査報告
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編 著 者 名 堀内大介・森隆・田邊恵理香

編 集 機 関 株式会社アーキジオ

編 集 機 関 住 所 富山県高岡市西藤平蔵581

発 行 機 関 富山市教育委員会 埋蔵文化財センター
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発 行 年 月 日 西暦2009(平成21)年 12月 25日

ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所在地

コード 】ヒ糸車 東経 調査期間 調査面積

ポ

調査原因

市町村 遺跡番号

氷田大覚

遺跡

富山県富山市

米田町 1丁 日外
162019 201021

６

４

０

３

４

１

137°

14′

40"

20080924

20081225

1,869∬
住宅団地

造成

収録遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

米田大覚

遺跡

散布地 縄文時代 打製石斧、石棒、叩石、

集 落 古 代
井戸、土坑、溝

柱穴

土師器、須恵器、黒色土器

緑釉陶器、灰釉陶器

集  落 中 世 土坑、清

中世土師器、瀬戸美濃施釉陶

器、中国陶磁器、珠洲、八尾、

越前、瓦質土器、越中瀬戸、

板碑、五輪塔、砥石、銅製花

瓶、鉄滓、下駄、箸、井戸枠、

柱材

散布地 近 世 越中瀬戸

要  約

今回の調査地は平成 7・ 8年度の調査地の南西側に所在する。前回の調査では奈良・平安時

代の掘立柱建物32棟を検出、とくに庇付大型建物を中心に長舎風建物を含む多数の建物群が

整然と検出され、越中国新川郡衛に関連する建物群と推定されている。ただし今回の調査では

調査範囲が限定されていることもあり、古代の遺構は井戸を除くと多くは検出されなかつた。

一方、前回調査ではほとんどみられなかった中世の遺構・遺物が本調査地では多く検出さ

れた。遺構の多くは溝であるが、一部は規模が大きく方形に巡る可能性があることから、中

世の居館遺跡の一角である可能性が指摘できる。なお出土遺物には主に寺院等の祭祀遺構か

ら出土することの多い銅製花瓶がほぼ完形で出上した。
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